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1．はじめに
掌蹠膿疱症において，これまで我々は，本疾患の扁桃 T
リンパ球は過剰に活性化しそれが扁桃常在菌への過剰反応
を助長させる可能性を指摘し，リンパ球のホーミングレ
セプターである皮膚リンパ球抗原（cutaneous lymphocyte-
associated antigen: CLA）の発現を亢進させる事を報告した。
また，その過剰な T細胞の活性化の機序について，共刺
激因子の CTLA-4の発現低下，TGF-βの細胞内伝達抑制因
子である Smad7の発現亢進を報告したが，その全貌は未
だ明らかになっていない。

CD29はそのリガンド VCAM-1と共に元々細胞接着因子
として同定された細胞表面マーカーである。しかし，近年
の検討にて，T細胞活性化の共刺激因子としての役割が報
告され，特に自己免疫疾患の代表である SLEでは末梢血
T細胞上に過剰発現し，その活性化に深く関与している事
が報告されている。今回我々はそれらの因子に着目し検討
を行ったので報告する。

2．対象と方法
当科およびその関連病院で口蓋扁桃摘出をうけた，掌蹠
膿疱症 9例，反復性扁桃炎 11例を対象に（表 1），それぞ
れの摘出扁桃を比重遠心法にて単核球を分離し，PE標識
抗 CD3抗体（DAKO社製）および FITC標識抗 CD29抗
体（GeneTex社製）を用いて 2重染色し，フローサイトメ
ーター（BD FACSCaliburTM）を用いて解析した。
また，当科で口蓋扁桃摘出をうけた掌蹠膿疱症 8例，反

復性扁桃炎 8例を対象に（表 1），それぞれの摘出扁桃の
パラフィン包埋切片を用いて，抗 VCAM-1抗体にて免疫
染色を行い（DAKO社製 ENVISIONキット使用，DABに
て発色），画像解析ソフトである ImageJを用いて発現強度
を検討した。

3．結果
CD3陽性細胞中の CD3CD29陽性細胞および全単核球中

の CD3CD29陽性細胞の割合は，掌蹠膿疱症が反復性扁桃

炎に比較し有意な上昇を認めた（図 1）。
口蓋扁桃での抗 VCAM-1抗体による免疫染色では，リ
ンパ濾胞周囲の高内皮性細静脈 HEVへの染色を認めた。
また掌蹠膿疱症と反復性扁桃炎における，VCAM-1の発
現強度の検討では，有意差は認めなかった（図 2）。
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表 1　対象

図 1　CD29の発現。掌蹠膿疱症群における CD3CD29陽性細胞の
増加を認めた。
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4．考察
掌蹠膿疱症は口蓋扁桃の摘出により皮疹の改善，消失
が多く認められ，その有効率が 80%以上と報告されてお
り，代表的な扁桃病巣感染症二次疾患とされている。我々
は本疾患の病態解明のため免疫組織学的，分子生物学的手

法を用いて種々検討を行ってきた。その一つに掌蹠膿疱
症の扁桃 Tリンパ球は過剰に活性化しており，その活性
化が自己反応性の免疫応答を助長させる可能性を報告し
た1)。しかし，その過剰な活性化を促す要因に関しては十
分に解明されていない。CD29はそのリガンド VCAM-1と
供に元々細胞接着因子として同定された細胞表面マーカー
であるが，近年の検討にて，CD80/86と CD28と同様の機
能を持つ T細胞活性化の共刺激因子としての役割が報告
されている。実際 SLEの末梢血 T細胞は掌蹠膿疱症扁桃
T細胞と同様に過剰な活性化が認められるが，CD29の発
現が高く，病勢と相関している事が報告されている2)。今
回われわれの検討では，VCAM-1の発現に関しては両疾
患群間に差は認められなかったが，掌蹠膿疱症群における
CD3CD29陽性細胞の増加を認めた。この事から，T細胞
の活性化に CD29が関与している可能性が示唆された。
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図 2　VCAM-1の発現。VCAM-1の発現に関しては両疾患群間に
差は認められなかった。
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